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9５ 
漁業における資本主義の発達について、筆者は静岡県焼津の鰹漁業を対象に、これまでに若干の資料のとりまとめ
（一）
を行ってきた。そして当地の鰹漁業が近世の運上制に発する漁民集団「船中」を単位として営まれてきたこと、また
近代における漁船の大型化・動力化に際してその資金を漁船共有制による地主・魚商加工資本の半額出資で得たこと
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9６ 
ところで一般にひとは、家族を養うために家産を投じて家業を営むが、その際自己の家産を所有する自立的経営者
でなくとも、本家あるいは共同体の生産に参加する、いわゆる乗船権や用益権を有する場合も家業と詮なされよう。
漁業の場合、船主・網元以外の船方・絹子がこれにあたる。このような乗船権・用益権は、より大きな船あるいは網
の経営の中にその一部として包摂されているが、この関係の基礎に血縁関係があった。そして近代の制度的企業的変
革とともにこの血縁共同体的関係は、企業経営の上でいかなるかかわりをもつようになるのだろうか。今回の主題
は、漁携単位としての船中をこうした側面から承ることにある。このことは、また資本主義と血縁共同体との異質の
ウクラードの連接の問題にも通じる。だとすれば両者を媒介させる経済的契機は何か、これを漁業における資本と労
働力の創出・再生産過程の中で筆者は考えてきたが、今回は特に労働力の問題について若干の資料と愚見の開陳を試
ふたい。 （一一）
を一示した。
焼津地区の旧浜方三ヶ村（城ノ腰・鰯ヶ島・北新田）における漁業および漁携組織について、まず近世末期（溌永
四年）の取極からゑていこう。
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9８ 
これによると当時の漁業種類は、鰹・鮪（志ぴ）・鮫の釣漁業をはじめとし、ほかに手繰網や（定）置網があった。
その中で特に運上船として公許された鰹漁はもっとも重きをなし、その漁期には他の漁業の操業は禁じられていた。
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9９ 
鰹漁の漁期は餌鰯網の使用期間から承ると三月から九月までであった。この期間の鰹漁がいわゆる大漁で、他の期間
に営まれる漁業は小漁と呼ばれる。やや時代が下るが明治二十三年の焼津地区旧浜方三ケ村の一つ北新田村の主要漁
船の所有者とその数は次のとおりであった。
（一一）
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ここに記されている漁船の壱等や弐等が何を基準にしているのかは不明であるが、恐らく規模の大きさであろう。
しかし大漁すなわち鰹漁の期間では、さきの取極に「鰹漁船之義銘を乗組之者抱腫」「万一乗組之内勝手二他之船江
乗組度申出候共共船主万二而決而取扱申間敬」とあるので、各漁船の乗組員はそれぞれ固定していたと思われる。こ
の慣行は近代になってどうなったか、昭和七年の協定をみよう。
（一一一）
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第五条協定組合ノ船主又〈船元漁夫ガ他町村二船籍アル漁船ヲ所有シ又〈借用シ事実上船主又〈船元ヲナシ或〈
之一一準ズル業務ヲナサソトスル場合一一於テハ協定組合ノ会議ニ依り其ノ可否ヲ定〆独断業務ノ開始ヲナスコトヲ
第四条協定組合二於テ代船使用ノ場合〈必ズ本船乗組員ヲ代船二乗組マシムルコト但シ不得止ル事情ニ依り本船
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事情ヲ悉知シ固有船主又〈船元ノ完全ナル承諾ヲ得ルヲ要ス
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流
口
音
吉
辰
五
郎
地定鉄 竜
蔵
角
吉
幸
次
郎
吉 一吉
虎 寅
吉
新
太
郎
玉
吉
善
作
吉
芳
太
郎
吉
蔵
菊
蔵
銀
太
郎
徳
太
郎
音為
吉 吉
仙次 啓太
郎
友
吉 郎 吉
太高大日太明富明大明高明福高明金高大愛川明高明明
瀞箪洋曲洋神久神灘神箪純一蕊神生箪洋臘岸神箪神神
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸九九九九九九九九九九九九
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滝
口
虎
之
助
武
政
徳
之
助
増
田
幸
太
郎
鈴
木
竹
之
助
山
ロ
音
吉
（
同
）
近
藤
春
吉
滝
ロ
亀
吉
鈴
木
福
三
鈴
木
忠
市
増
田
金
作
北
原
直
吉
鈴
木
新
八
（鈴木）
北
原
音
吉
北
原
熊
吉
近
藤
久
作
（近藤）
山
本
源
蔵
近
藤
長
太
郎
鈴
木
半
三
長
谷
川
甚
太
郎
Ｐ 
第
一
表主
周
吉
新
作
久
蔵雑栄
つ
づ
き
長
男
士ロ
兼
男吉
新
作
音
吉
男
松
之
助
四
男
安 五
男
吉
銀
次
郎
忠
吉
平
太
郎
養
子
兼豊松
蔵 弟
吉吉
直鉄 その他
吉蔵
福富福恵日富東東愛愛東明愛東太富明高愛明太太
-久一鶚iA久洋瀞､i鵬洋神臘洋洋久神箪懸神洋襟
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
１
１
Ｉ
 
乗
船
し
た
船
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北
原
新
吉
北
原
清
三
北
原
源
之
助
岩
木
市
右
衛
門
増
田
音
吉
（近藤）
増
田
梅
吉
鈴
木
仙
吉
（
同
）
滝
口
三
吉
増
田
平
次
郎
村
松
安
蔵
鈴
木
浅
次
郎
（増田）
増
田
万
吉
増
田
圧
吉
岩
崎
徳
松
鈴
木
九
平
増
田
竹
之
助
増
田
源
太
郎
中
野
金
太
郎
新
藤
長
太
郎
鈴
木
梅
吉
（
同
）
清
右
衛
門
庚 兼
吉
竹
次
郎
松
蔵
忠
太
郎
吉
太
郎
仙
太
郎
金
作 基新
吉
市
右
術
門
金
太
郎
角 竹之
助
兀；
吉 吉
音
吉
東高明日高高東日明明高尚篇明日東明川日明福東東東
洋楓神曲草草津曲神神箪箪久神曲洋神耀＆神一瀞棒津
丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸九九九九九九九九九九九九
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鈴
木
銀
蔵
近
藤
金
作
（
同
）
（
同
）
中
野
金
太
郎
山
本
銀
一
郎
鈴
木
金
作
長
谷
川
平
太
郎
（
同
）
近
藤
松
蔵
（鈴木）
北
原
庫
吉
鈴
木
登
吉
増
田
松
次
郎
久
保
山
黄
彦
（佐藤）
山
崎
利
吉
新
藤
滝
蔵
新
藤
書
太
郎
八
木
清
太
郎
増
田
梅
吉
増
田
寅
吉
戸
第
一
表主
清
太
郎
福 徳太
郎
つ
づ
き
長
|男吉
松辰
蔵
幸長
男吉 吉
岩寅
男吉 吉
音 雑 四
男
吉 吉
伊
右
衛
門
五
|男
久
太
郎
義
子
弟
その他
明川東川愛愛高福川愛東太高東
神岸洋岸鷹際草一尻畷洋洋草洋
丸丸九九九九九九九九九九九九
愛明日川川東大川
鵬神＆尻尻檸洋風
九九九九九九九九
乗船した船
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運上鑑札制度はなくなっても、代船を除いて鰹漁船の新たな参入は規制されており、漁船に所属する乗組員の単位
組織もまた存続している。また小漁期間は「漁夫一一シテ随意二他業二帳シ或〈他船二乗込ミ或〈漁夫個人ガ小型鯖船
鮭船ヲ求メテ漁業ヲ営ムモ随意」ではあっても、鰹漁中は近代においても「必ズ譜代ノ船二乗込ミテ漁業二従事スル
小
林
松
吉
増
田
竜
雄
秋
山
兼
吉
山
本
良
吉
（
同
）
北
原
銀
蔵
近
藤
熊
吉
鈴
木
仙
太
郎
増
田
政
蕨
中
野
松
蔵
北
原
友
吉
西
川
幸
吉
秋
山
鉄
蔵
鈴
木
徳
次
郎
（飯島）
（寺内）
村
松
善
一
郎
村
松
利
吉
（増田）
久
太
郎
由
太
郎
岩
吉
長
太
郎
一一 倉
吉
即
伝
吉
「大正五年十月調組合側名瀞宿組・新地組」（北原吉右衛門氏蔵）より作成。
角政 作
蔵
幸
一
蔵吉
郎
寅
次
仁
左
衛
門
福高愛福福愛日愛東愛高愛福東福吉富富富
-草鷹一一懸由鵬洋騰箪畷一洋一様久久久
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
Hosei University Repository
112 
（四）
義務ヲ履行」するＪ
集したのであった。
つぎに鰹漁船と乗組員との関係について糸よう。さきに承たとおり、焼津北新田地区には大正初期に八隻の鰹船が
あり、その持主と近代における船名は、北原九左衛門の東洋丸、中野伝右衛門の愛鷹丸、近藤久蔵の富久丸、増田為
吉の明神九、近藤半四郎の福一丸、増田竹之助の高草丸、瀧口松之助の太洋九、近藤次郎兵衛の日ノ出丸であった。
また北新田地区には大正五年に二百八世帯の漁家があり、それぞれ乗組む鰹漁船は雛一表のとおりであった。北新田
の漁家は、鰹漁の期間に地区内にある八隻の鰹漁船のいずれかに乗船し、地区外の船に乗るケースは十四件にすぎな
い。また同一世帯内で父子兄弟婿養子等複数の者が乗っている場合は同一の船に乗っており、別☆の船に乗っている
ケースは十三件にすぎない。したがって一隻の乗組員間は血縁関係が強く親戚姻戚関係で結びつき、「各船毎二世襲
（五）
的二乗組員団結シテーノ団体ヲ成形シ特別ノ事情ナキ限り解団分離セズ」この組織は「船中」と呼ばれている。
近世の運上制に起源を有し、血縁集団に基礎をおく乗細貝団体「船中」の内部組織はどんなものか。焼津におい
′~、'■、′へ「へ’■、
五四三二一一
、.ノ、.ノミーノﾋーノ、.ノ
注近藤久一郎氏蔵。焼津漁業協同組合「焼津漁業史」昭和三九年六○’六一頁にも写真版所収。
「焼津村北新田」明治二三年北原吉右衛門氏蔵。
「志太郡内十一漁業組合漁船漁網数制限協定書」近藤久一郎氏蔵。
焼津漁業組合「焼津漁業組合概況」昭和一○年九頁。
焼津信用販売購買利用組合「経営事例」昭和九年三七頁。
三
出
資
者
団
体
と
し
て
の
船
中
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
かくて三月より九月まで鰹抑以外の漁業をすべて禁止し、乗組員労働力を鰹漁仁結
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て、東海遠洋漁業株式会社とともに出資法人として存在した焼津町生産組合と、漁船共有関係を通じて関連した船中
との関係を記した次の記録がある。
（一）
焼津漁業者ノ慣習及漁船経営ヲナス我ガ組△ロト乗組船員トノ関係
一、組合所属船ノ船元〈其多クハ元個人船主時代ノ船主ナリ、現在組合ガ船主トナリ所属船毎一一船元アリテー船ノ
世話係トナリ魚市場一一於テハ船長等ト共一一船主ノ代表トシテ其ノ任ヲ尺シ出船入船ノ場合〈諸般ノ指揮ヲナシ組
合一一対シテハ船員ノ代表トナル等一船業務関係ノ支配ヲナス
ニ、乗組員〈団結シテーノ団体ヲ成シ特別ノ事情ナキ限り解体セズ、此ノ慣習一一依り将来船員トナル幼年者一一漁携
収益ノー部ヲ与ヘテ扶助シ老年者一一モ相当ノ収益ヲ分配シテ敬意ヲ表ス、従前各漁船ガ目ラ飼料鰯ヲ獲ル時代ニ
ハ老幼者〈網船一一乗リテ本船二専属シ餌料ヲ獲リテ間接鰹漁業一一従事セリ
三、組合〈其所属船ヲ建造スルニ当り船価資金ヲ船元ヲ中心トスル乗組船員等卜共同一一出資ス、其ノ出資率〈一定
ナラズ、普通〈半額宛ナルモ七三・六四ノ割合ノモノモアリテ其ノ軌ヲ一一一セズ
四、船元〈総テ乗組船員中一一於テ最モ多額ノ出資者ナリ
五、漁船建造資金以上ノ加クナル為〆所有権〈組合所有船トスレドモ使用権〈其ノ乗組船員団体一一限リテ不文律一一
之ヲ実行シ変ルコトナシ
六、船員団体ノ人数少ナキ船〈雇漁夫ヲナス、雇漁夫〈慨ネ月給ナリ
セ、船員団体の乗組船員〈漁獲高一一依り既定ノ分配制度一一依リテ各所得ヲ受ク
ハ、沖乗船員一一〈奨励金（漁獲高ノ百分ノ五）ヲ給シ奨励金〈沖乗船員ノミーーテ分配ス
九、船長運転士船頭機関長油差一一〈若干宛ノ手当ヲ絵ス、之ヲ役員代卜云う、其ノ他航海中又〈碇泊中船員ノ多数
〈交代一一テ当番ヲナシ其ノ安全ヲ期ス、当番二〈当番代ヲ給ス、船員中ノ青年〈他ノ船員ヨリ常務一一服スル事多
シ、故二沖乗船負中ノ青年二若衆手当ヲ絵ス、炊獅二従事スル船員ヲ定〆侭キテ其ノ任一一就夕モノ一一炊夫代ヲ給ス
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十、船元自身〈船員ノ岡
ヲ
負
担
シ
船
元
代
ヲ
受
夕
十一、艀〈漁船一隻一一付
十一、艀〈漁船一隻二付キ付属船トシテニ隻宛大抵船元一一於テ造り艀代ヲ受ク、艀〈漁獲物ノ陸揚及冷蔵用氷飲料
水
食
料
薪
等
ノ
積
込
二
使
用
ス
十二、漁船利用料（船徳）ヲ定ムル基準〈乗組船員一人当リノ収入二沖乗奨励金ノ分配金ヲ合シ尚食費ヲ見積リヲ
金二換算シ一人二付キ月額四拾五円二相当スル収入アルモノト予算シ船主〈船価償却金修繕費及漁船経営費ノ見
積予算及船価二対シ年八朱ノ金利ヲ得ル予算ヲ樹テ漁業経費ノ見積り予算ヲナシ以上合計金ヲ漁迩高卜仮定シ以
テ漁船利用料（船徳）ヲ定ム、利用料収受法二漁獲高歩合金及船員何人分ノー様トスルハ慣習ナリ
十三、老幼扶助（不文律）夏漁期間丈ケ
イ、幼年男児一歳ヨリ十一歳迄（将来其船ノ船員トナル者二対シ全員一◎船員一人分ノ収入額ヲ分配支給ス、十
二歳十分ノー、十三歳十分ノ一・五、十四歳以上在学中ノ者十分ノー（船員一人収入ノ割合に対シ）
ロ、老年者六十歳以上船員収入ノ十分ノ八、七十歳以上船員収入ノ十分ノセ、以上〈船ノ出入時及常時漁船ノ雑
役二陸上一一於テ服ス
十
四
、
沖
乗
船
員
年
齢
一
十四歳〈十分ノ三、
船
員
〈
全
部
一
人
前
勺
病
気
其
他
船元自身〈船員ノ岡役トシテノ収入以外漁具（鰹竹鮪縄）桶薪食器（飯樋土瓶茶椀等）莚莫産正月ノ祝ノ費用
沖乗船負一一シテ
者（三親等迄）
員
卜
同
様
ノ
取
扱
以上ヲ称シテ岡役卜云上岡役代ヲ規定二依テ支給ス
沖
乗
船
員
年
齢
二
依
ル
歩
合
議〈十分ノ三、十五歳〈十分ノ五、十六歳〈十分ノセ、十七歳〈十分ノハ、十八歳ヨリ以上沖乗二従事スル
シテ都合上体ミタルモノ及壮年入営老子後備演習応召兵士〈船員一人分収入ノ十分ノ四、忌中休業
ごく船員一人分ノ収入、簡閲点呼応召者〈船員一人分ノ収入、沖乗船員業務上ノ疾病者〈仲乗船
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以上の要点は、乗組員団体「船中」は同時に共同出資団体でもあることと、船中内における利益分配法には共同体
における経済外的な要素が存在することであろう。芦」の二点についてさらに分析を進めよう。
本節では、漁船建造に際しての資金調達について、北新田地区の近藤久蔵を船主とする久次郎船（動力船以後は富
久丸）の場合について象よう。無動力船時代の明治二十年の資金調達は、のちの東海遠洋漁業株式会社および焼津町
生産組合などの出資法人はまだ存在しなかったので、船主（動力船以後は船元になる）である近藤久蔵（造）が総予
算額の四割を負担し、残余の六割は乗組員である船中船方が分担し、その内訳は次のとおりであった。
餌買人又同ジ
（一一）
明
治
廿
年
鰹
船
中
間
覚
帳
三
口
弐
ロ
四
口
十
ロ
ハ
ロ
ーハロ
六
口
二十口
弐
口
四
ロ
四
口
増
田
徳
右
衛
門
増
田
権
七
増
田
吉
兵
衛
小
林
友
吉
小
林
与
右
衛
門
西
川
文
吉
増
田
銀
蔵
増
田
彦
右
衛
門
田
中
友
造
清
水
利
右
衛
門
増
田
七
郎
平
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明
治
壮
年
亥
四
月
五
日
始
〆
蛎世話大中四歩
〆
百
七
十五四十五五六弐十十八十十八五弐弐
七
口ロロロロロロロロロロロロロロロロ
世話人
中
野
梅
吉
近
藤
悦
伊
平
二
村
松
安
之
助
清
水
善
右
術
門
近
藤
新
造
小
石
清
七
長谷川熊右衛門
近
藤
久
七
近
藤
為
右
術
門
増
田
浅
右
術
門
巻
凪
角
造
小
林
韓
右
術
門
近
藤
熊
右
術
門
武
政
勝
造
鈴
木
佐
七
情
水
平
治
郎
近
藤
久
造
近
藤
新
造
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時代は下って動力船になった昭和四年、近藤久蔵を船元とする久次郎船中は、第一富久丸と第三富久丸を出資法人
東海遠洋漁業株式会社と共同出資で建造所有していた。第一富久丸の船価壱万五千円のうち船中出資分は六割、第三
富久丸の船価四万一一一百円のうち船中出資分は六割であるが、船中出資分のうち一一一分の一すなわち全体の二割を船元
が、残る三分の二すなわち全体の四割を船中船方が出資している。船中船方の出資額は、第一富久丸船価の四割の六
千円と第三窩久丸船価の四割の壱万六千百二十円と、これに鮪縄代の半分七百円、艀代の半分三百五円を加えた合計
弐
万
三
千
百
二
十
五
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
一
金
六
千
円
也
一
金
壱
万
六
千
百
弐
十
円
也
一
金
三
百
五
円
也
一
金
七
百
円
也
（一一一）
昭和四年一一一月十五ｐＨ
鮪縄ノ五分
壱
万
五
千
円
ノ
四
分
壱
号
船
価
四万三百円ノ四分一一一号船価
小
石
清
七
小
林
与
右
衛
門
小
林
友
吉
清
水
善
右
衛
門
長
谷
川
熊
吉
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一金弐万三千百弐十五円也
壱
号
巻
田
辰
之
助
一
金
壱
千
弐
百
円
也
弐号
近
藤
勝
雄
一
金
八
百
五
十
円
也
三号
芹
沢
伊
之
助
一
金
八
百
円
也
四号
蝋
田
半
平
一
金
八
百
円
也
五号
琳
田
直
吉
一
金
七
百
円
也
六号
西
川
文
七
一
金
七
百
円
也
七号
近藤久五郎
一
金
七
百
円
也
内
金
五
百
五
十
円
也
金
百
五
十
二
円
八
十
銭
也
金
三
円
六
十
九
銭
持
分
艀
ノ
五
分
昭
和
四
年
度
二
入
ル
・
不
足
四年度利子
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
Hosei University Repository
ﾕ1９ 
十
二
号
波
仲
吉
蔵
一
金
六
百
円
也
十
三
号
近
藤
久
一
郎
一
金
六
百
円
也
十
四
号
清
水
作
次
一
金
五
百
五
十
円
也
十五号
小
野
田
小
作
一
金
六
百
円
也
十六号
山
本
与
作
一
金
六
百
円
也
〆
金
百
五
十
六
円
四
十
九
銭
内
金
四
十
円
也
引
〆
金
百
十
六
円
四
十
九
銭
八号
秋
山
仁
左
術
門
一
金
六
百
七
十
五
円
也
九号
清
水
兼
吉
一
金
六
百
五
十
円
也
十
号
芹
沢
乙
吉
一
金
六
百
円
也
十
一
号
村
松
松
次
郎
金
六
百
円
也
払
込
済
払
込
済
払込済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
四
年
度
配
当
二
割
不
足
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十
七
号
増
田
常
吉
一
金
五
百
五
十
円
也
十
八
号
松
永
与
吉
一
金
五
百
五
十
円
也
十
九
号
近
藤
春
吉
一
金
五
百
五
十
円
也
廿
号
増
田
龍
雄
一
金
六
百
円
也
内
金
五
百
円
也
金
百
円
也
金
七
円
也
金
四
十
円
也
引
〆
金
六
十
七
円
也
廿
一
号
斉
藤
政
雄
一
金
五
百
円
也
什
二
号
鷲
野
長
吉
一
金
五
百
円
也
什
三
号
秋
山
兼
吉
一
金
五
百
円
也
廿
四
号
増
田
寅
吉
一
金
四
百
五
十
円
也
昭和四年四月一一入ル
不
足
四年度利子
四
年
度
配
当
二
割
不
足
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払込済
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廿
五
号
増
田
伊
左
術
門
一
金
四
百
五
十
円
也
什六号
近
藤
久
作
一
金
四
百
五
十
円
也
什七号
清
水
金
一
一
金
五
百
円
也
什八号
山
本
万
吉
一
金
四
百
円
也
廿
九
号
蝋
剛
彦
一
一
金
四
百
円
也
内
金
三
百
五
十
円
也
金
五
十
円
也
金
五
十
三
円
五
十
銭
州
号
芹
沢
銀
作
一
金
三
百
五
十
円
也
州一号
山
本
太
七
一
金
三
百
円
也
鍬二号
清
水
重
吉
一
金
三
百
円
也
舟三号
増
田
友
一
一
金
三
百
円
也
昭和四年六月一一入ル
不
足
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払込済
払込済
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ノル舟舟州・
七六五四
一号一号一号一号
金金金金
州
八
号一金
船
九
号
四十号
巻
田
友
吉
一
金
三
百
円
也
内
金
弐
百
五
十
円
也
金
五
十
円
也
金
三
円
五
十
銭
也
金
二
十
円
也
引
〆
金
三
十
三
円
五
十
銭
四十一号
鈴
木
ｌ
芳
郎
金
五
百
円
也
金
弐
百
円
也 鈴
木
半
蔵
百円也鈴
木
兼
吉
百
円
也石
崎
竹
次
郎
百円也平
田
清
一
百
円
也小
林
万
吉
百
円
也岩
本
政
昭和四年四月一一入ル
不
足
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
払
込
済
四年度利子
四
年
度
配
当
二
割
不
足
Hosei University Repository
123 
内
金
百
五
十
円
也
金
五
十
円
也
金
三
円
五
十
銭
金
二
十
円
也
引〆金一一一十三円五十銭
四
十
二
号
村
松
惣
一
一
金
弐
百
円
也
四
十
三
号
村
松
政
次
一
金
弐
百
円
也
四
十
四
号
西
川
梅
吉
一
金
弐
百
円
也
四
十
五
号
山
本
太
一
郎
一
金
弐
百
円
也
内
金
百
円
也
金
百
円
也
金
七
円
也
金
四
十
円
也
引
〆
金
六
十
七
円
也
四
十
六
号
松
村
松
太
郎
一
金
弐
百
円
也
内
金
百
五
十
七
円
三
十
銭
昭和四年六月マデー一入ル
昭
和
四
年
六
月
四
日
入
ル
不
足
四
年
度
利
子
四
年
度
配
当
二
割
不
足
昭
和
四
年
六
月
四
日
入
ル
不
足
四年度利子
四年度配当二割
不
足
払
込
済
払
込
済
払
込
済
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四
十
九
号一金
百
円
也
内
金
八
十
金
十
五
五
十
号一
金
百
円
也
内
金
八
十
金
十
五
五十一号一金
百
円
也
五十二号
四
十
七
号
清
水
利
一
一
金
弐
百
円
也
四
十
八
号
増
田
松
蔵
一
金
百
円
也
内
金
八
十
四
円
九
十
五
銭
也
金
十
五
円
五
銭
犯号
斉
藤
友
吉
金
四
十
二
円
七
十
銭
金
三
円
也
金
二
十
円
也
引〆金一一十五・円七十銭
百
円
也
内
八
十
四
円
三
十
五
銭
也
十
五
円
六
十
五
銭
也
杉
木
清
三
郎
八
十
四
円
三
十
五
銭
十
五
円
六
十
五
銭
也
増
田
藤
一
梅
原
弘
昭和四年一月マデ一一入ル
不
足
昭和四年度一月マデ一一入ル
不
足
昭和四年度一月マデー一入ル
不
足
払込済
払
込
済
不
足
四
年
度
利
子
四年度配当二割
不
足
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乗組員集団「船中」は漁船の共同出資団体であるとともに、利益分配の単位でもある。焼津鰹漁業の利益分配法
は、総水揚高から魚商人への銭切れ（計算誤差の商人への補償）二分、市場口銭四分、漁業組合費一分三厘、漁夫沖
出資者五十一一人の出資額は、千二百円から百円までとさまざまである。払込にあたって一時払いが不可能な場合
には、不足額は利子を加算した額を毎年の本人宛利益配当分から差引く方法がとられている。そしてこのケースは特
に出資金一一一百円以下の層に集中している点が目につく。この不足額の立替は、船中の連帯責任として船元によってな
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（一）
（一一）
（一一一）
注焼津信用販売購買利用組合「経営事例」昭和九年三七’四○頁。
「明治廿年鰹船中間覚帳」近藤久一郎氏蔵。
「昭和四年窩久九乗員出資名薄」近藤久一郎氏蔵。
四
船
中
内
部
の
利
益
配
当
法
一
金
百
円
也
内
金
五
十
金
五
十
金
三
円
金
二
十
引
〆
金
三 五十
円
也
五
十
円
也
三
円
五
十
銭
也
二
十
円
也
三十一一一円五十銭也
昭
和
四
年
四
月
什
日
半
入
不
足
四
年
度
利
子
四年度配当二割
不
足
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乗奨励金五分、船徳（漁船の修繕・償却費にあてられる）一割五分、それに航海経費を順次差引いた残金に船徳の残
額を加えたものを純収益とし、これを出資者と乗組員とに一定比率（代制を用いる）で配分する。乗組員の所得は乗
組員の配当分に沖乗り奨励金を、役付きの場合はこれに役代をそれぞれ加算する。出資者は出資者配当（船代）を
得、出資者である乗組員はこの両方の合計額を得る。また、乗船しない老人や子供等船中共同体構成員の全体に対し
て、一定の割合に従って配当がなされる。これを明治二十一年の実際から糸よう。
五三二
と分大人友人勝浅
右も 術
ろ舟蔵蔵門
（一）
明治廿一年‐度夏海
徳
右
衛
門
半
治
郎
銀
蔵
善
右
衛
門
利
吉
土ロ
一一一
与
右
衛
門
一一一人虎
右
衛
門
二人梅
士口
内久
蔵
一一人新池
久
蔵
佐
七
角
蔵
五
分あ
み
舟
四分久
七
ノ
久
蔵
六六四 ＝ 
さ分若分清分平忠熊伊人新人文友人
治潟平五
平者七郎門吉治蔵吉吉
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徳右術門以下の乗船者（沖乗漁夫）は、沖乗奨励金付の一人分の所得（一人代）を得た。友吉の頭醤の三人の文字は、
一世帯で三人が乗船し一一一人代を受けたことを示す。さ五平と久五郎の六分は乗船しない岡役であり、清七と久七の子
久蔵の四分は兵役中である。ともろの漕ぎ手は全員で一人代の六分を分け、青年層は若者代の五分を全員で分けた。
幼少年者の配当額は次のとおりである。
一歳より六歳まで
全
体
に
対
し
て
一
人
代
の
六
分
七
歳
一人代の一分
八
歳
一人代の一分
〆
四
拾
三
人
六
分
五
厘
大
分久
五
六
分
十
五
才
庄
太
三
分
十
二
才
松二分金一分滴六分小梅留辰勘
太
郎吉吉吉供松太 吉 郎 郎
八
分
十
六
才
彦
右
衛
門
五
分
十
四
才
虎
士ロ
ー分五厘十一才
藤
土ロ
一分八才
久
作
一分庄
太
郎
与
士ロ
金
作
徳
右
衛
門
小
八
分清
右
衛
門
五
分金
太
郎
二
分
十
才
庄
圭ロ
一分七才
久
治
虎
士口
長
士ロ
平
右
衛
門
小
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九
歳
一人代の一分五厘
十
歳
一人代の二分
十一歳
一人代の二分五厘
十
二
歳
一人代の三分
十
三
歳
一人代の四分
十
四
歳
一人代の五分
十
五
歳
一人代の六分
十
六
歳
一人代の八分
十
七
歳
一人代の八分
この基準は凡その後六歳以下の幼児の配当率や、岡役および兵役の配当率に若干の変更があるものの、明治四十三
年まで続いた。しかし動力船時代に入った明治四十四年以後は、基準もまた変っていった。大正十三年には次のよう
になった。
（一一）
大正拾一二年夏海ノ部
二人徳
右
衛
門
友春
圭口
三人彦
右
衛
門
二
人重
ピコ｜』。Ｉ
久国徳清庸
太三
郎吉作蔵 郎
二
梅奥文人小βＩ
左
術
脊、兼；七作門
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阿二
伝又峯川船人｣与良 二 三．と二二二吉人秋石彦人勝金人分伊人才大人矛Ｉ人
嘉賞之騨大
蔵雛郎安雄門助吉兼兼郎吉吉本吉
由捷卯人 庄虎兼彦吉銀情角
太太
郎次雄辰郎作一戯
松
蔵
人竹
右
衛
門
二人
半
平
床
国
茂
助
辰
松吉郎
山宇庄
之
熊吉吉
石吉石与澗長友政
大
韓郎竹作一吉金一
仁
左
術
門
金
太
郎
人虎
右
衛
門
人角
松
乙
士ロ
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四四五七七八八八（I[Ｉ佐川久紮久ギ職繊源蹴啓#伊ネ半it滴地合末祷吉太脇勝伊新五五五六六七七七
才一才才才才太才才才＝ 大之太
郎吉郎吉 蔵七郎吉郎作七郎 ￣ ￣ 
八
分
十
七
才竹
八
分
十
七
才
秀
太
郎
八
分
十
七
才
字
・一
七
分
十
六
才
政
雄
七分十六才
一一一
平
五
分
十
五
才弘
四
分
十
五
才
良四分十
四
才
承急
士ロ
ー
Ｉ
元
二
郎
与
之
助
惣
七
重
圭口
仁
平
藤
作
六
兵
術
八分十七才一
Ｉ
Ｌ
 
Ｌ
ｆ
 
八
分
十
七
才
直
士ロ
八
分
十
七
才に
股
勤
刀
七分十一ハォ
峰輝
評倒 ＆朋
土〈分十上ハ才
新
太
郎
四
分
十
五
才
錠
太
四
分
十
五
才
与
四
郎
四分十四才勝
利好鉄稲一
五
±一即吉郎に】
国
吉
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四
分
十
四
才
藤一一一分十三才
銀
次
一分十一才
壁
土
ロ
小
一分十一才
寿
士
ロ
小
一分十一才
半
平
小
四
十
人一
号
船
一人七分
船
頭
船
長
一人一一分
若
者
一人五分‐
や
ん
ち
ゃ
十
才文
七
小
八才七
郎
寅
小
七
才久
作
小
七
才
‐
石
太
郎
小
菰才当
ロ
ロ
屋
小
五才善
右
術
門
小
五五六七八十
秋才重才久才斗皇才秋才竹才
右
兼吉平辰衛
門
小小治小小小
三
分
十
三
才
与
土
ロ
小
三分十三才松
一分十一才
治
作
小
一分十一才
当
［
日
屋
小
一分十一才
浅
右
術
門
小
二十孤人
二
号
船
二
人
六
分
機
械
士
四五六七八九彦才久才庄才茂才梅才国才
松毒壼鷺吉蔵
小小小小小小
三
分
十
三
才
正
次
二分十二才
仙
之
助
一分十一才
角
松
小
一分十一才
彦
右
術
門
小
一人二分
艀
二
般
一人二分
ワ
ツ
チ
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漁船が大型化したことや、一つの船中が複数の漁船を出資所有するようになって、乗組定員が増加し船中外からの
雇漁夫がゑられるようになった。人名の頭につけられた地名はその場合の出身地を示す。すなわち房州は千葉県安房
郡白浜村や布良村、川尻と住吉は静岡県榛原郡川尻村と住吉町、仙台は宮城県からのそれぞれ臨時乗組員である。船
代も大型化と第一富久丸・第三富久丸の二隻を所有したことで増加し、役代もともろに代って船頭船長・機械士・ワ
ッ
チ
（
見
張
り
）
が
新
設
さ
れ
た
。
人
名
の
末
尾
に
小
と
書
い
て
あ
る
の
は
年
少
者
で
あ
る
。
年少者の配当は、左のとおりとなった。
「
司
哉
仁
Ⅲ
句
髪Ｍ百九十七人九分
四
才久
作
小
四
才竹
一
一
郎
小
一一一才七
郎
常
小
二
才安
太
郎
小
一才彦
辰
小
一才友
金
小
一才秋
辰
小
女乙
士
ロ
小
女才
圭
ロ
小
女女一一二三四四半与と長才茂才久才彦才小才彦才
一作青：孟松作吉
小小小小小小小小
四
才房
圭
ロ
小
四
才長
士
ロ
小
一一一才重土
ロ
小
一才伊左
衛
門
小
一才士ロ
太
郎
小
一才銀
作
小
女虎
次
小
女床
国
小
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十
六
歳
一人代の五分
十
七
歳
一人代の七分
年少者の場合、小学校高等科や水産学校等への進学等によって乗船年齢もまちまちになってくるので、基準も複雑
になっていった。また人名の末尾に女と書いてあるのは、男子の後継者のない漁家に対して長女にの糸男子と同じ配
当を行ったもので、これはのちに婿養子をむかえて、漁家が継承されることを考えての措置である。第一表にみると
鑓り、乗組員中に養子のケースが多い地域である。
十
四
歳
十
五
歳
十
六
歳
十
七
歳
十五歳より沖乗りする屯の
十
五
歳
十
六
歳
十
七
歳
十
六
歳
よ
り
沖
乗
り
す
る
も
の
一歳より十歳まで
十
一
歳
十二歳
十
三
歳
以後十四歳より沖乗りをするもの
全体に対して一人四分
一人代の一分
一人代の二分
一人代の三分
一人代の四分
一人代の五分
一人代の七分
一人代の八分
一人代の四分
一人代の六分
一人代の八分
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1鍵
ｍＵＤ冴可
凹子 第
二
表
亜室１座義】義歳歳歳祖
Ｄ－ｆｉ 
､-６１６ 富
久
丸
船
中
夏
海
配
当
表
（
単
位
人
代
）
【1８
【〕＿６（ｌｌｉ
１６０－８oE 
【18 ID･iｊｕｇ 
0.1J 
[１３（］ ■Ⅱ－［】
lｌＨ 
。Ｏ－ＨＰ－ 
３０－８（１用
【1５（］
0.6０．８２．４0 
0-6０８０８０ 4６１４(】
０－６０［ 
m2５UｆＤｆ 
1４ｎＦ 
【Ｌ９ｌｌｇ（】
ｎｇＣ ).４０［ 
刀卍-Ⅱ.
【1１５Ｃ
【１１５０－１５（】
、-３０３（］
年度
皿塑鋼型窃妬酊羽羽卯、距鍋鈍錨鉛諏犯鍋如虹⑫“坐妬２３４５６７８９０１２３４５２３４５１１１１１１ 治正和明大昭
沖乗雇漁夫岡役兵役一七歳一六歳一五歳一四歳一三歳
犯鋼弘師躯師弘妬躯鑪諏諏鋼鋼諏妬如狸妬釦釦幻蛆、訂弱弱記詔、陀砲舶妬砲、布訂詔弱、“２１ ２ ７９９ ７０（己戸、ｑｚｏぐし６（５（ｂワ】』ＣＯ】ｏ②ｏ】ｑ）ｑＵｑｖｑ》△４ｑ）ｑ）⑪Ｄｑｕｍ⑪２２６ ８６４４８４４ ７５６６８８ ８８４７ ●●Ｃ ＯＣＧ■ひＢＯＯ●●●●Ｂ ● ● ●● １１０ ０１０００１０ ０１１１００ ０ ０１０２ ８ ３３６６３ ２７７２６４ ４４４４８４４４８２２ ９６６８ ６ ■０■ＣＤ ●●●●●● ●●●■■●●●●●● ●●●● ０ ０００００ ０００１００ ０００００００００１１ ０１００  ８６８８８６４６４８ ４ ６３４８６２ ８２６４６６ ● ０ ０ ●●●●●●●● ● ０●ＯＢ●● ●●●●●● ０ ０ １０００１２１２０ ２４ １２２７４１３４８４３１２１５ ６６６８８８６６６６８４２６４８８ ９８ ５４７８４８８６４８４１２８１ ●●■●●●■●●●●●●●●●● ●■ ●■０●●●０●●０●ＣＯ■●● １１１０００１１１１０２３１２００４４２ ３１２２２１２２２３２１２１４２ ５ ６６ ６６２２８２６８４２４６６６４６９ ３５４９９ ３５５５６３１ ●● ■●●●■●●●●■ ０●●●。Ｂ●ＣＱ ？６， ■■■の●●●００ ００１１１１０１２１２０００２３１ ３１１１０１１２１１３１１００００ ５ ５５ ５５ ５５ ７８ ８８８２８８２２８２２２６ ３１３ １００１１１１０１２１２００２３１ ２００１００１１０１３１１ ２０００ ５５ ４４ ２８８８４６８６４４４ ８２ ５６６９９６９９６９１９２３６３１１３ ●の●□●■０００⑪●●● ●● ●ｐ●●●■●■■●ＰＤｐ●●●●●● ００ １００００１２０１０００２２１ １０００００００００２０１００００００ 
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合
計
人
代
船
代
役
代
六
歳
以
下
合
計
九
歳
七
歳
八
○
歳
一
一
歳歳 歳
43.65 
45.25 
46.2 
５
５
５
５
５
 
●
□
●
■
●
 
３
３
３
３
３
 
１
１
１
１
１
 
●
●
●
●
●
 
２
２
２
２
２
 
６
７
７
６
 
●
●
●
□
 
０
０
０
０
 
３
１
２
 
己
●
●
０
０
０
 
０．１ 
０．１５ 
０１ 
４
４
２
４
 
●
●
■
０
 
０
０
０
０
 
３
３
６
９
９
 
●
Ｃ
Ｇ
●
●
 
０
０
０
０
０
 
０．２５ 
０２５ 0.2 
0.45 
50 
43.5 
０．４ 
０．４ 
0.3 0．７５ 
0．３５ 0.3 0．１５ 0２５ ５
 
２
３
４
５
 
口
０
●
■
０
０
０
０
 
49.95 
45.15 
48.3 
53.5 
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
３
３
 
白
□
●
●
●
●
、
●
■
●
●
●
●
●
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
 
１
１
１
１
３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
７
２
２
４
４
２
６
６
６
１
１
９
２
７
７
７
 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
０
０
●
●
Ｄ
Ｃ
●
●
Ｏ
●
６
０
●
●
０
０
■
●
●
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
４
４
４
４
５
５
６
９
８
８
７
８
９
 
２
２
２
１
２
５
１
４
３
 
●
Ｃ
Ｄ
■
●
●
●
Ｇ
●
 
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
３
２
１
２
１
２
５
１
５
３
 
●
０
●
■
●
●
●
●
●
●
 
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
６
６
３
５
 
●
▲
●
●
 
０
０
０
１
 
２
８
８
４
２
４
６
 
，
●
■
●
●
●
●
 
０
０
０
０
０
０
０
 
５
 
５
２
 
０
０
１
１
 
６
６
３
２
２
６
９
３
３
３
２
１
２
９
 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
 
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
１
２
１
０
 
６
８
８
８
５
４
５
５
５
 
⑪
●
●
●
●
●
●
●
●
 
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
0.3 
0.15 
0.45 
６
３
９
９
 
●
●
●
ｃ
 
３
４
４
１
１
 
５
５
５
５
５
 
0.5 
０．２５ 
０．７５ 
0．７５ ０．２５ 
53.95 
59.5 
60.2 
62.65 
64.8 
0．１５ 
０．７５ 
０４５ 
２
２
６
 
●
Ｃ
Ｏ
 
１
０
１
０
 
１．２５ 
ｑ２５ 
Ｌ７５ 
ｑ７５ 
注合計欄の数値が各欄の総和と一致しないが木表では資料の数値のまま記した。
「久次郎船人名簿控」（近藤久一郎氏蔵）より作成。
０`５ ５
４
２
３
 
●
●
●
●
 
０
０
０
０
 
0.6 
０．５ 
０．６５ 
64.4 
75.7 
79.3 
５
５
６
 
●
●
●
 
８
８
８
８
９
２
０
２
２
 
１
１
１
１
 
６
６
６
 
●
ｃ
●
 
０
０
０
 
0.3 
0.2 
0.8 
0.6 
４
２
３
３
１
３
３
１
４
４
４
２
８
２
 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
Ｂ
 
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
 
81 
88.5 
４
３
３
３
３
４
２
３
３
３
４
４
５
５
５
 
●
●
●
●
●
Ｄ
Ｃ
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
 
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
 
８
４
６
６
６
６
６
６
４
６
８
２
６
２
１
２
２
４
 
●
●
●
●
０
０
●
０
０
 
●
●
●
。
●
●
■
■
●
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
０
０
０
 
79.9 
83 
80.7 
81.5 
８６ 
88.9 
152.2 
150 
162 
５
５
５
２
 
■
●
０
●
 
４
２
６
６
６
 
１
１
３
３
３
 
168.6 
161.2 
197.9 
205.9 
２
２
２
２
 
●
●
●
●
 
６
６
６
６
 
３
３
６
６
 
177.5562.2 11.2 ２２
２
２
５
 
●
●
●
０
０
 
１
１
１
１
１
 
４
４
６
６
 
臥
臥
８
０１
 
177.1562.3 
165.8562.3 
191.475.8 
190.8７５．８ 
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投げ二分が増加した。
年少者の配当も次のように変更になった。
一歳から十一歳まで
十二歳
十
三
歳
十四歳から沖乗りするあの
十四歳
》十五歳
十
六
歳
十七歳
十五歳から沖乗りする屯の
十
五
歳
十
六
歳
十
七
歳
十
六
歳
か
ら
沖
乗
り
す
る
も
の
十
六
歳
十
七
歳
以上を一覧表にしたものが」第二表である。
注
（ご「人名簿控久次郎船」近藤久一郎氏蔵。
この基準は大正十五年にさらに一部変更になり、役代に通信士二分、機械（関）士二人八分、電気（係）一人、餌
全
体
で
一
人
二
分
一人代の一分
一人代の一分五厘
一人代の一分五厘
一
人
代
の
七
分
一人代の八分
一人代の一分五厘
一人代の五分
一人代の七分
一人代の八分
一人代の一分五厘
一人代の七分
Hosei University Repository
137 
漁業において血縁親族経営がとられる背景については、生産手段の共同体的所有や技術の伝承および洋上での協携
組織の存在等が考えられるが、この他に経営上の意味について考えよう。一般に漁業は豊漁と不漁の振幅が大きい。
第三表は、出資法人東海遠洋漁業株式会社と近藤久蔵を船元とする久次郎船船中とで共有され、同船中が経営する富
久丸の大漁（五月五日から九月一五日までの約百三十日間の鰹漁で、夏海ともいわれる）の船中内配当計算の基礎と
なった一人分所得（一人代）の推移である。統計期間が四十年以上にわたると貨幣価値の変動もあって単純には比較
できぬが、不漁の大正五年と三年後の豊漁の大正八年との間には七・一一一倍の差がある。その際、経営上船価倣却費や
餌料費。燃料費等は支出金額がある程度固定した項目であるので、豊凶漁の影響は人件澱の弾力性によって緩術せざ
（二）前掲書（ご・
金額
円銭
７９８３ 
６７４４ 
年度
第
三
表
富
久
丸
夏
漁
一
人
当
た
り
配
当
金
五
法
人
と
船
中
に
よ
る
漁
船
共
有
制
の
経
営
的
意
味
明治2１
２２ 
２３ 
２４ 
２５ 1１４２４ 
1５７３９ 
３８９９１ 
１４９１４ 
３６５１４ 
１６９９８ 
妬
”
犯
羽
釦
虹
犯
鍋
弘
弱
鉛
諏
犯
釣
如
虹
姻
娼
“
絹
２
３
４
５
正大
1８９６９ 
２０６００ 
４２０４６ 
１９８３７ 
６６２４２ 明治二十一年より大正六年までは各年度「夏海当り帳」（近藤久一郎氏蔵）
大正七年より昭和五年までは「人名簿控」（近藤久一郎氏蔵）より作成。
5４７６４ 
３６４９１ 
５８１８２ 
５９００９ 
５７３２２ 
8９２５０ 
６３６０２ 
９１３７１ 
５７２３７ 
７７１４０ 
7０４７９ 
５８９７０ 
６２７１６ 
４１３８０ 
2６８８２０ 
２３２１８０ 
３０３４８０ 
２５１２８０ 
６
７
８
９
．
．
．
…
２
３
４
５
 
和昭
1２７９００ 
１８７４８０ 
２１３０００ 
６４９００ 
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最後に船中なる血縁共同体の経済史上における意味について若干のまとめをしておく。当時の当地における鰹漁業
の労働市場は、この血縁共同体による規制下におかれ、これはまた漁船への出資制度と老幼者等非労働年齢層にもお
よぶ利益配当慣行によって守られていた。また経費先取り慣行と配当の歩合制からすれば、直接労働者に対する賃金
範畷はまだ成立していなかったことを示す。このことは船元を除けば実質的には直接労働者にすぎない船中船方をし
て、漁船への共同出資によって経営上の共同責任体制下におくことで合理化されている。一方共同出資者の相方であ
る東海遠洋漁業株式会社や焼津町生産組合等の出資法人にしても、労働過程は船中に委ねられているのでこれを直接
（一）
包摂しておらず、一同利賀資本の域に止まっていた。しかし他人資本になかば依拠した船中、すなわち新旧ウクラード
の連接体の内部における階層分化から、やがて新しい産業資本が発生してくるのであった。
るを得ないところで、人件費は歩合制がとられる。法人と船中による漁船共有制は、実質的には労働者である船中船
方も経営上共同責任体制に組承こむことになり、経費先取りの歩合制賃金制を合理化する論拠となっていた。
注
（
ご
拙
稿
「
静
岡
県
焼
津
に
お
け
る
鰹
漁
業
の
発
達
と
東
海
遠
洋
漁
業
株
式
会
社
」
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
第
五
五
号
社
会
科
学
編
昭
和
六
○
年
二
九
’
五
七
頁
。
六
結
語
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